
JP 4551173 B2 2010.9.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根に屋内外を連通する換気口を設け、この換気口の開口縁から一対の水切り片を立設
し、前記換気口には、各水切り片の内側に、板材を折り曲げ成形して板バネとして形成さ
れ、自身の弾性力により互いに近づく方向に付勢されることで前記換気口を閉塞する方向
に付勢された一対のシャッター部を設けると共に、前記シャッター部を付勢力に抗して換
気口を開放する状態に支持する支持部材を設け、且つ前記支持部材を低融点材料にて形成
し、屋根の頂部を覆う上側部材を、この上側部材の頂部が換気口の上方に配置される状態
で設けたことを特徴とする屋根の換気構造。
【請求項２】
　上記換気口が、屋根の頂部に設けられた換気棟に連通するように設けられていることを
特徴とする請求項１に記載の屋根の換気構造。
【請求項３】
　上記低融点材料が、低融点金属、低融点合金又はプラスチック材料であることを特徴と
する請求項１又は２に記載の屋根の換気構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は屋根の換気構造に関し、特に平常時は屋根裏の換気を行うことができ、且つ火
災時等においては気体の流通を遮断して、延焼を抑制することができる屋根の換気構造に
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関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋根裏の換気を行うことにより、湿気を防いで家屋の寿命を長く保持するために
、しばしば換気棟と呼ばれるものが設けられている。この換気棟は、例えばガルバリウム
鋼板等の金属薄板を折り曲げ加工して棟部に沿うように山形に形成され、通気口が開口し
て設けられているものであり、その内側には、通気口に連通する通気経路が設けられ、こ
の通気経路が、屋根裏に通じる換気口に連通している。
【０００３】
　ところが、このような換気棟を設ける場合、隣家で火災が発生すると、通気口から通気
経路に向けて炎が進入しやすくなり、これが原因で自家に燃え広がるおそれがある。また
、自家で火災が発生した場合には、逆に通気経路を通じて炎が通気口から吹き出しやすく
なり、この炎が隣家に燃え移って延焼するおそれがある。このため、いずれの場合にも、
換気棟を設けることは、防火上の問題をはらんでいる。
【０００４】
　そこで、近年、換気棟を設ける場合の防火性を向上するための、種々の提案がなされて
いる。例えば通気経路に熱により発泡する熱発泡性材料を内装しておき、火災等の加熱時
に前記熱発泡性材料が発泡して膨張することにより通気経路を閉塞することが提案されて
いる（特許文献１参照）。しかし、この構造では、熱発泡性材料は膨張を開始する温度に
バラツキがあって所望の温度に膨張を開始させることが難しく、また熱発泡性材料は均一
に発泡させることが難しく、通気経路を隙間なく閉塞することが困難なものであった。
【０００５】
　また、通気経路にスライド移動により開閉自在なダンパを設けると共に、このダンパに
スプリングを接続してダンパを閉じる方向に付勢し、更にこのダンパに温度ヒューズを接
続してこの温度ヒューズにてダンパを開いた状態に維持することも提案されている（特許
文献２参照）。この場合、一定の温度以上では温度ヒューズが切れてダンパが閉じ、これ
により通気経路を閉塞することができるが、前述のようにダンパにスプリングを接続した
りスライド機構を設けたりする必要があるため、構造が複雑化してしまうという問題があ
った。
【特許文献１】特開２００４－２２５４２８号公報
【特許文献２】特開平１０－８０５００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記の点に鑑みて為されたものであり、屋内外を連通する換気口を備え、高温
下において換気口を確実に閉塞することにより高い防火性を有し、且つ前記換気口の閉塞
を簡便な構造にて達成することができる屋根の換気構造を提供することを特徴とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る屋根の換気構造は、屋根に屋内外を連通する換気口１６を設け、この換気
口１６の開口縁から一対の水切り片２７を立設し、前記換気口１６には、各水切り片２７
の内側に、板材を折り曲げ成形して板バネとして形成され、自身の弾性力により互いに近
づく方向に付勢されることで前記換気口１６を閉塞する方向に付勢された一対のシャッタ
ー部３を設けると共に、前記シャッター部３を付勢力に抗して換気口１６を開放する状態
に支持する支持部材４を設け、且つ前記支持部材４を低融点材料にて形成し、屋根の頂部
を覆う上側部材５を、この上側部材５の頂部が換気口１６の上方に配置される状態で設け
たことを特徴とするものである。
【０００８】
　上記換気口１６は、屋根の頂部に設けられた換気棟１に連通するように設けることがで
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きる。
【０００９】
　また、支持部材４を形成するための低融点材料としては、低融点金属、低融点合金、プ
ラスチック材料等を用いることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、火災時などに、換気棟が高温となった場合に、支持部材が融解し、こ
れによりシャッター部の付勢力が開放されて換気口が閉塞され、換気口における空気の流
通が遮断されることとなり、このため、隣家の火災時などには炎が通気経路を通じて屋内
に進入することを防止して、自家が延焼することを防止することができ、また自家が火災
にあった場合には、換気口を通じて炎が屋外へ噴き出すことを防止することができ、隣家
が延焼することを防止することができるものであり、いずれの場合にも火災の被害の拡大
を防止することができるものである。また、シャッター部は自身の弾性力若しくは弾性を
有する部材により付勢されていることから、構造が複雑化することがなく、簡便な構成に
て防火構造を形成することができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を、その実施をするための最良の形態に基づいて説明する。
【００１２】
　本発明では、家屋の屋根に屋内外の換気を行うための換気口１６を設けると共に、この
換気口１６にシャッター部３を設ける。シャッター部３は、自身の弾性力若しくは弾性を
有する別途の部材により換気口１６を閉塞する方向に付勢されている。また、シャッター
部３には、このシャッター部３をその付勢力に抗して支持することにより換気口１６を開
放する状態に維持する支持部材４が設けられている。支持部材４は低融点材料にて形成さ
れるものであり、特に平常時においては融解せずにシャッター部３を確実に支持すると共
に、火災時等による温度上昇時には確実に融解して木材等の建材が引火することを確実に
防ぐためには、その融点が６０～２５０℃の範囲の材料にて形成することが好ましい。こ
のような低融点材料としては、例えば、スズ、鉛、ビスマス、或いはこれらと亜鉛、イン
ジウム、カドミウム、銅等との合金のような低融点金属や低融点合金を用いることができ
、或いはプラスチック材料、好ましくは前記融点範囲のプラスチック材料を用いることも
できる。
【００１３】
　上記支持部材４は、例えばシャッター部３に対しその付勢方向側に位置するようにして
、換気口１６内に介在させて配設することができる。この場合、支持部材４にはシャッタ
ー部３の弾性付勢力によって圧縮応力を受けるものであり、支持部材４はこの圧縮応力に
抗してシャッター部３を支持するものである。
【００１４】
　また、シャッター部３は、板バネとして形成することにより自身の弾性力により付勢さ
れるように形成すると、シャッター部３の構造をより簡便なものとすることができる。ま
た、シャッター部３を弾性を有する別途の部材により付勢することもできる。例えば、シ
ャッター部３の材質、形状によっては、自身の弾性での閉塞が困難な場合でも、別途の部
材として十分な弾性を備える材質・形状のものを設け、この部材にてシャッター部３に対
して弾性付勢力をかけることができるものである。
【００１５】
　以下に具体的な実施形態を示すが、本発明はこれらの形態に限られるものではない。
【００１６】
　図１，２に示す例では、棟木１７と垂木１８を組み合わせた屋根において、屋根下地（
野路板）１９の上に防水シート２０を介して瓦２１を敷設しているが、屋根の頂部におい
ては、屋根下地１９が間隔をあけて配置され、この屋根下地１９間が屋根裏に連通する換
気口１６となっている。換気口１６の開口縁からは水切り片２７が略垂直に立設されてお
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り、水切り片２７の基部は、瓦２１と屋根下地１９との間に介在する水切り片２７と共に
断面略く字状をなす支持片２８にて支持されている。
【００１７】
　換気棟１は、ガルバリウム鋼板等の板材を成形加工するなどして得られる上側部材５と
下側部材７とで構成されている。
【００１８】
　下側部材７は一対の水切り板７ａにて構成されている。各水切り板７ａには、その主体
を構成する基部８の棟側端部から上方に延出された水切り部９、水切り部９から軒側に延
出された延出部１１、延出部１１の軒側端部から延出された垂下部１２が設けられている
。また各水切り板７ａはその棟側端部が上方に折り返されて、更にその折り返し部分の端
部を上方に折り起こして起立部１３が形成されている。起立部１３は前記垂下部１２より
も軒側において、垂下部１２と対向するように配されている。また、前記水切り部９には
通孔１０が設けられており、この通孔１０にて通気経路２の流通が確保されている。
【００１９】
　この各水切り板７ａは、その軒側の端部が取付金具２２にて瓦２１上に固着されている
。ここで取付金具２２は、ビス等の固着具２６にて瓦２１上に固着されており、この固着
具２６は水切り板７ａ、屋根下地１９、垂木１８も貫通し、これにより水切り板７ａを支
持している。
【００２０】
　上記二つの水切り板７ａの棟側端部間の隙間は、換気口１６に連通しており、これによ
り換気口１６と換気棟１とが連通されている。
【００２１】
　また、上側部材５は、棟部の頂部から両側の軒側に向けて延出する二つの覆い部２４を
備える断面山型状に形成され、その覆い部２４の軒側の両端部には、下方に垂下する垂下
片６が設けられている。また、覆い部２４の下面には、一又は複数の垂下部１５が設けら
れており、この垂下部１５は、覆い部２４の下面に固着された固着片１４から下方に垂下
するように設けられている。
【００２２】
　上側部材５は、その頂部が換気口１６の上方に配置された状態で、二つの覆い部２４が
軒側に向けて延出するように配置されて、屋根の頂部を覆うように設けられており、一方
の覆い部２４が一方の水切り板７ａの上方に配置されると共に、他方の覆い部２４が他方
の水切り板７ａの上方に配置される。この上側部材５は、図示はしていないが適宜の固着
具にて固着されている。そして、このように上側部材５と下側部材７とを組み合わせて構
成される換気棟１の内側には、空気の流通する通気経路２が形成される。ここで、垂下片
６の下方には隙間をあけておくことで、この隙間を通気経路２と屋外とを連通する通気口
２５として形成している。この通気経路２内には垂下部１２，１５や起立部１３が設けら
れていることで、空気が上下に蛇行しながら流通するようになっている。また、通気経路
２を仕切るように水切り部９が設けられることで屋内への水の浸入が防止され、且つ水切
り部９に設けられた通孔１０により空気の流通が確保されている。
【００２３】
　そして、本実施形態では、各水切り片２７の内側に、板材を折り曲げ成形して得られる
シャッター部材４４が設けられている。このシャッター部材４４は、ガルバリウム鋼板等
の板材にて形成されており、略垂直方向に立設されるシャッター部３と、シャッター部３
の下端から軒方向に延出する支持部２９とを有する断面略く字状に形成されている。この
とき、シャッター部３は水切り片２７の内側に沿って配設され、支持部２９は水切り片２
７の支持片２８の下方に沿って配置され、支持片２８と屋根下地１９との間に挟持されて
保持固定されている。
【００２４】
　このように互いに対向するように配設された一対のシャッター部３は、互いに近づく方
向に付勢されている。すなわち、各シャッター部３は板バネとして形成されていて、自身
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の弾性力によりその支持部２９側の基部を中心に対向するシャッター部３側に向けて傾動
する方向に付勢されているものである。そして、この一対のシャッター部３の間には、図
１に示すように支持部材４が部分的に介在して設けられており、この支持部材４によって
一対のシャッター部３は、自身にかかる付勢力に抗して互いに離間した状態に維持され、
これにより換気口１６が開放された状態に維持されている。
【００２５】
　この支持部材４は、シャッター部３の間に部分的に配設するものであり、例えば図３に
示すように、シャッター部３の長手方向の両端部にそれぞれ設けられている。尚、図３中
の符号４６は、対向する水切り片２７の長手方向の両端部間に掛架された掛架片である。
【００２６】
　このように構成される屋根の換気構造では、平常時には図１に示すように支持部材４に
より換気口１６が開放されて、換気口１６に空気が流通することにより、屋根裏の換気が
なされる。
【００２７】
　また火災時などに、換気口１６が高温となった場合には、上記の低融点材料にて形成さ
れる支持部材４が融解し、これにより各シャッター部３の付勢力が開放されて、図２に示
すように各シャッター部３が互いに近づく方向に傾動し、これにより各シャッター部３の
先端同士が当接して、換気口１６が閉塞され、換気口１６における空気の流通が遮断され
る。このため、隣家の火災時などには炎が換気口１６を通じて屋内に進入することを防止
して、自家が延焼することを防止することができ、また自家が火災にあった場合には、換
気口１６を通じて炎が屋外へ噴き出すことを防止することができ、隣家が延焼することを
防止することができるものであり、いずれの場合にも火災の被害の拡大を防止することが
できるものである。
【００２８】
　また、図４，５は、軒天井に換気口１６を設けると共に、この換気口１６にシャッター
部３を設けた場合の一例を示す。図示の例では、鼻板部３３には、軒樋吊具４０を取り付
ける軒樋吊具取付け部３７が設けられており、この軒樋吊具取付け部３７の下端部に設け
られた野縁差込み部３４と軒天井材差込み部３５にそれぞれ野縁３１及び軒天井材３２の
軒側端部をそれぞれ差し込んで同時に支持させ、また壁材３６に取り付けた支持金具３０
にて野縁３１及び軒天井材３２の棟側端部を支持固定している。図３中の３８は水切り、
２１は瓦、１９は屋根下地、３９は軒樋である。
【００２９】
　図示の例では、軒天井材３２の棟側上方に補助板材４３を対向して配設し、また補助板
材４３の下方において軒天井材３２に通口４１を設けている。補助板材４３は、野縁３１
に保持固定させ、或いは別途の支持部材にて保持固定させることができる。そしてこの補
助板材４３と軒天井材３２の間の隙間にて換気口１６が形成されており、また補助板材４
３にシャッター部材４４が保持固定されている。
【００３０】
　シャッター部材４４は、ガルバリウム鋼板等の板材にて形成することができ、その軒側
部分がシャッター部３、棟側部分が支持部２９として形成されている。シャッター部材４
４はその支持部２９において、補助板材４３の下面にビス等の固着具４２にて保持固定さ
れている。シャッター部３は支持部２９から軒側に向けて延出されており、上記通口４１
よりも軒側に配置されている。このシャッター部３は板バネとして形成されており、下方
の軒天井材３２に向けて付勢されている。
【００３１】
　また、換気口１６におけるシャッター部３と軒天井材３２との間には、支持部材４が部
分的に介在して設けられており、この支持部材４によってシャッター部３は、自身にかか
る付勢力に抗して軒天井材３２から離間した状態に維持され、これにより換気口１６が開
放された状態に維持されている。
【００３２】
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　このように構成される屋根の換気構造では、平常時には図４に示すように支持部材４に
より換気口１６が開放されて、換気口１６に空気が流通することにより、屋根裏の換気が
なされる。
【００３３】
　また火災時などに、換気口１６が高温となった場合には、上記の低融点材料にて形成さ
れる支持部材４が融解し、これによりシャッター部３の付勢力が開放されて、図５に示す
ようにシャッター部３が下方の軒天井材３２に近づく方向に傾動し、これによりシャッタ
ー部３の先端が軒天井材３２に当接して、換気口１６が閉塞され、換気口１６における空
気の流通が遮断される。このため、隣家の火災時などには炎が換気口１６を通じて屋内に
進入することを防止して、自家が延焼することを防止することができ、また自家が火災に
あった場合には、換気口１６を通じて炎が屋外へ噴き出すことを防止することができ、隣
家が延焼することを防止することができるものであり、いずれの場合にも火災の被害の拡
大を防止することができるものである
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施の形態の一例を示す概略の断面図である。
【図２】同上の動作を示す概略の断面図である。
【図３】同上の一部の斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態の他例を示す概略の断面図である。
【図５】同上の動作を示す概略の断面図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　換気棟
　３　シャッター部
　４　支持部材
　１６　換気口
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